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Welcome to my laboratory
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「地震や津波の履歴を調べ、発生予測に役立

てる研究をしています。地震は地殻の歪みが

一瞬で解放される現象ですが、その際、海底

が上下に変動すれば津波を伴います」 

　大ざっぱに言って、阪神・淡路大震災を起

こした兵庫県南部地震のような活断層で生じ

る地震は1000年に一度、プレート境界面で

生じる海溝型地震は100年に一度。また、

2004年のスマトラ沖地震のように、海溝型

が連動してＭ（マグニチュード）９クラスの

超巨大地震になるケースは数百年に一度の自

然現象だ。一方、1人の地震研究者が現役で

活動するのはせいぜい３、40年間。だから、

地震研究者の人生は、大地震との運命的な縁

に彩られている。 

　佐竹健治さんの場合、まず1983年の日本

海中部地震が、その後の主要な研究テーマを

方向づけた。当時、北海道大学の大学院生と

して地震の研究を始めていたが、日本海沿岸

の津波被害の調査に同行。それまで津波には

馴染みがなく、指導教官から研究テーマの候

補として挙げられたときも、「僕は地震をや

ります」と答えていた。 

　しかし、これを機に津波研究も修士論文に

取り入れることになる。検潮儀（海面の昇降

を測定する装置）の記録から、津波の発生源

で何が起こったかを推理してみた。 

「地震計の記録から震源の現象を考える地震

研究者にとっては当たり前のやり方なんです

が、津波研究者にはなかった発想のようです。

現在ではよく使われる手法となりました」 

　このアプローチは、博士論文で練り上げら

れ、その後、アメリカに渡ってからは、世界

各地で起きた津波を対象に駆使した。 

 

 

 

「渡米先のカリフォルニア工科大学では、古

地震の調査が始まっていました。この調査に

参加することで、古津波も研究対象とするこ

とができました」 

佐竹健治 （さたけ・けんじ） 
東京大学 地震研究所地震予知情報センター 教授 
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「インドネシアにおける地震火山の総合防災策」 
研究代表者 

地球規模課題対応国際科学技術協力事業（防災分野）“開発途上国のニーズを踏まえた防災科学技術” 

津波から 
地震を理解する。 

300年前の津波を 
コンピュータで再現する。 

佐竹さんが長を務める東大地震研地震予知情報セ
ンターでは、常時、日本全国の地震観測データを収集。
予知研究に役立てるため、データベース化も行う。 

同じ震源での地震
は滅多に起こらない
が、似たメカニズム
で発生する地震は
世界各地で起こる。
それらを比較するこ
とで、日本の地震に
対する理解も深まる。 

地震研究は 
 地球規模。 
常に世界中を 
飛びまわって 
 います。 

 



　国際共同研究プロジェクト「インドネシアにおける
地震火山の総合防災策」は、同国と共同でA地震・津波・
火山噴火の予測に関する基礎的研究B災害に強い社会
を作るための研究、およびC研究成果を社会に還元す
るための教育・研修手法の開発、を通して、同国の総
合的な防災力の向上を目指す。「津波早期警報システム
については2008年 11月から運営が始まっています。
地震発生から５分後には国内全域に津波警報を発令で

きます。しかし、防災にはソフト面も重要です。たと
えば、スマトラ沖地震の際、技術的にはプーケットの人々
を事前に避難させることは十分可能でしたが、情報伝
達の仕組みがなかったために救えませんでした。今回、
人的ネットワーク作りも含めて総合的にやろうとして
いるのは、そうした理由からです」。佐竹さん自身が指
揮を執るのはAの部分で、現地調査のデータをもとに
予測される津波のシミュレーションを行い、ハザード
マップを作成するなどして、防災計画に貢献する予定だ。 

研究の概要 
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　参加した調査は、北米大陸太平洋沿岸域を

震源とする地震の履歴。そこでは太平洋プレ

ートが大陸側のプレートの下に沈み込んでお

り、100年に一度くらいは大地震が起きてい

ても不思議はない。ところが、1850年以降

は存在する歴史文書に、そうした記録は見あ

たらなかった。そこで、海岸の地殻変動や津

波堆積物などの地質学的調査をしてみると、

300年前に大地震が起きていることがわかった。

このとき発生した津波は、海を渡って日本に

も届いているのでは……？ 

「調べてみると、突如現れた津波を記す古文

書が日本各地で見つかりました。元禄12年

12月（1700年1月）の記録です。記載された被

害の様子をもとに、波高などを計算しました」 

　そのデータを北米側の地質学的研究と突き

合わせ、津波の発生と伝搬をコンピュータで

再現することに成功。地震の規模もＭ９程度

とわかった。 

　数百年前の津波を再現する―忘れた頃に

やってくる天災に備えるのには有効な手段と

なるはずだ。帰国後に北海道太平洋岸で行っ

た調査はそうした考えに基づく。 

　この地域では、十勝沖や根室沖などの震源

域が千島海溝に並び、それぞれにＭ８クラス

の地震を起こすことが知られていた。しかし、

地質学的調査を行ってみると、過去2500年

に５回、もっと大きな地震と津波が発生して

いることがわかった。複数の震源が連動して

起こる連動型巨大地震だ。 

　佐竹さんらは津波をシミュレーションし、

地域が次の連動型巨大地震に備えられるよう、

「津波浸水履歴図」を作成した。 

 

 

 

「スマトラ沖地震の震源域も、連動型巨大地

震の起こりうる場所でした。でも、過去100

年にＭ７クラスまでしか起きていなかったた

め、見過ごされていたのです」 

「津波浸水履歴図」を発表した2004年の12

月、その地震は起きた。震源地近くはもとよ

り、発生した津波はインド洋全体に伝搬し、

沿岸諸国に多数の甚大な被害を及ぼした。死

者・行方不明者は約30万人。史上最悪の惨

事である。地質調査などを通して履歴を掘り

起こしていた連動型巨大地震が、まさに起こ

ってしまったのだ。 

「ショックでした。われわれ科学者は、地震

のことはかなりわかってきたつもりでした。

なのに、誰もあの地震を予測していなかった」 

　翌年（2005年）1月にはタイのプーケッ

ト島へ調査に入った。「震源地から何百キロ

も離れたところがこんなに大きな被害に遭う

のか」―長年、津波の研究をしてきたが、

生々しい光景を前に改めて衝撃を受ける。 

　以来、自然現象の解明から社会貢献へと活

動の重心を移し、インドネシア、タイなど沿岸

諸国と共同で、津波被害軽減策を研究。昨秋

からは、地球規模課題対応国際科学技術協力

としての新規の国際共同研究プロジェクト「イ

ンドネシアにおける地震火山の総合防災策」

の代表者を務める。 

「自分の研究期間中に津波で史上最悪の事態

が発生した以上、この仕事は使命だと考えて

います」。今回震源となったスンダ海溝以外

にも、ジャワ島の活断層など、調査しておく

べき場所は多い。巨大津波の出した宿題と格

闘する日々が始まっている。 

地質調査から持ち帰った土の試料。ジオスライサー
と呼ばれる長い樋のようなものを地面に突き刺して、
年月を経て堆積した土を採集する。 

ïó三浦半島小網代湾での津波堆積物調査（2008
年5月）。ñアンダマン諸島での隆起サンゴ礁調査（2006
年3月）。òタイ・カオラクでの津波被害調査ôタイ・
プーケットでの津波被害調査（ともに2005年1月）。 

2009年１月４日、ニューギニア北部で発生した地震による津波の伝
搬シミュレーション。日本でも注意報が発令された。 

自然現象を解明し 
成果を社会に 
 役立てたい。 

防災への貢献は 
津波災害が課した義務。 
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